
登

∫
・
．

ぐ

　

　

ず

ノ、さ

や

清

　

水

『
運
歩
色
莱
集
』
に
お
け
る
年
代
表
記
に
つ
い
て

本
書
に
お
け
る
研
究
は
、
古
写
本
の
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
た
め
か
、
大
系
的
に
あ
き
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、
『
古
辞
書
の
研
究
』
（
川

瀬
l
馬
）
、
『
中
苦
辞
晶
研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
中
田
祝
夫
、
根
上
剛
）
『
『
運
歩
色
菓

集
』
の
l
異
本
－
酉
釆
寺
蔵
天
正
十
五
年
本
Ⅰ
』
（
遠
藤
和
夫
、
成
城
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
第

八
号
）
『
中
世
古
辞
書
（
運
歩
色
薫
）
の
l
翌
』
（
柏
等
郎
、
輌
観
銅
管
畢
嚢
）
、

『
抗
廼
管
歩
色
莞
』
（
解
説
安
掌
）
、
『
天
正
十
七
年
本
選
歩
色
薫
』
（
解
説
雷
章
）
、

『
節
用
集
と
色
菓
字
類
抄
』
（
山
田
忠
雄
、
本
邦
辞
書
史
論
牽
）
な
ど
、
数
点
を
数
え
る
に
す
ぎ
な

い。

‖
　
伝
本
に
つ
い
て

注
1
遠
藤
和
夫
氏
に
ょ
る
と
、
古
写
本
に
属
す
る
も
の
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
の
も
の
、
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
元
亀
二
年
本
、
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
の
天
正
十
七
年
本
の
三
本

の
み
で
、
あ
と
は
江
戸
時
代
最
末
期
の
新
写
本
で
、
静
嘉
堂
文
庫
本
の
な
が
れ
を
く
む
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
一
本
の
み
性
格
を
こ
と
に
す
る
も
の
と
し
て
、
津
市
の
西
釆
寺
に

所
蔵
さ
れ
る
、
天
正
十
五
年
の
奥
書
き
を
有
す
る
本
を
指
摘
さ
れ
、
法
2
江
戸
初
期
の
言
語
事

象
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
と
し
て
そ
の
書
写
年
代
を
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。

伝
本
一
覧

江
3
（
遠
藤
氏
の
調
査
に
よ
る
）

注
4
柏
原
氏
は
、
古
写
本
の
う
ち
の
、
元
亀
二
年
本
と
静
寡
堂
文
庫
本
と
を
比
較
し
、
①
静

嘉
堂
本
と
元
亀
本
と
の
臨
写
本
は
、
共
通
の
祖
本
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑨
元
亀
本
の
方
が

体
裁
の
面
で
祖
本
の
面
影
を
残
し
て
い
る
こ
と
、
◎
静
寡
堂
本
の
収
録
語
は
祖
本
に
近
い
で
あ

ろ
う
が
、
祖
本
か
ら
原
本
へ
の
過
程
で
意
図
的
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
と
推
定
さ

れ
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
右
の
よ
う
な
先
学
の
研
究
を
総
合
す
る
と
、
現
存
す
る
伝
本
は
、
臨
写
本
を
宰
写

す
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
に
応
じ
、
意
図
的
な
改
編
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。

国
　
本
書
に
お
け
る
年
代
表
記
に
つ
い
て

本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
本
書
の
年
代
表
記
に
着
目
し
、
古
写
本
系
の
静
嘉
堂
本
、

元
亀
二
年
本
、
天
正
十
七
年
本
の
三
本
に
つ
い
て
、
異
本
と
さ
れ
、
比
較
的
書
写
年
代
の
古
い

と
患
わ
れ
る
天
正
十
五
年
本
を
援
用
し
、
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
年
代
表
記
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
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一
ノ
谷
粛
州
平
家
所
籠
源
九
郎
義
経
賓
直
也
　
後
鳥
羽
院
　
元
暦
元
年
申
辰
也
　
至
天
文
十
六
丁
宋
三

百
六
十
七
年
也

右
の
注
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
数
字
、
「
三
百
六
十
七
年
」
は
、
紀
年
と
し
て
の
天
文
十
六
年

か
ら
元
暦
元
年
ま
で
の
逝
算
の
年
数
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
読
者
の
便
を
考
え
た
年
代

表
記
の
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
年
代
表
記
の
方
乾
は
、
注
5
本
書
の
は
か
弘
治
二
年
本
節

用
集
に
も
み
ら
れ
、
本
書
と
同
節
用
集
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
根
拠
と
も
な
っ
て
い
る
。
本

書
で
は
、
そ
の
紀
年
が
天
文
十
六
年
、
十
七
年
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
た
警
視
本
の
成
立

は
、
そ
の
両
年
に
わ
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
然
の
ご
と
く
、
そ
の
紀

年
の
分
布
は
、
本
書
の
前
半
に
天
文
十
六
年
が
、
そ
の
後
半
に
天
文
十
七
年
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
若
干
の
移
動
が
あ
る
。

津
6
山
田
氏
の
指
摘
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

カヨクナム・ワクヤマ

石
山
、
石
動
、
l
谷
、
石
塔
秦
、
石
之
鳥
居
、
泉
式
部
、
一
切
経
、
l
夜
松
、
一
行
阿
藤
梨

六
角
堂
、
六
故
窪
寺
、
六
十
六
ヶ
国
、
康
苑
院
殿
贈
太
相
国
二
血

白
山
、
笛
板
、
長
谷
、
〔
八
幡
〕
、
放
生
会
、
白
済
寺

仁
王
経
、
日
蓮
宗
、
如
法
経

法
然
上
人
、
宝
簡
院
殿
、
法
住
院
殿
贈
太
相
国
一
品
旭
山
大
禅
定
門

平
泉
等
、
遍
照
僧
正

末
寺
、
戸
隠
明
神

中
萱
、
竹
生
島
、
知
記
大
師
、
智
者
大
師
〔
以
上
天
文
十
六
年
〕

立
山
〔
天
文
十
七
年
〕

越
知
山
、
園
城
寺
、
小
野
董

王
城
、
往
生
冥
集

高
野
、
甘
露
、
戒
琴
鎌
倉
、
解
倒
懸
、
菅
丞
相
、
柿
木
人
丸
〔
以
上
天
文
十
六
年
〕

要
明
天
皇
〔
天
文
十
七
年
〕

道
風
〔
天
文
十
六
年
〕
高
野
、
大
沸
、
多
武
峰
、
淡
海
公
、
蕾
麻
寺
、
大
般
若
、
大
将
軍
、
大
織

冠
、
寮
澄
大
師
、
達
磨
大
師
、
大
智
院
殿
、
尊
氏
将
軍
、
醍
閉
院
、
営
麻
鼻
茶
羅

業
平
、
商
圏
堂
、
長
柄
橋

紫
式
部
、
無
動
等
、
夢
窓
国
師

迂
蘭
盆
、
雲
居
寺
、
宇
佐
宮
、
浦
島

空
也
上
人
、
鞍
属
寺

家
持
、
八
坂
塔

乗
法
、
万
葉
集

ケ
　
競
居
、
建
仁
寺
、
建
長
寺
、
元
享
釈
尊
、
慶
雲
院
殿

フ
　
富
士
山
、
風
雅
集
、
普
塵
院
殿

コ
　
紅
雪
、
小
松
殿
、
古
今
集
、
興
福
寺
、
輿
厳
等
、
弘
法
大
師

テ
　
歯
数
大
師

ナ

メ

タ

一

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

丁

　

メ

　

ゴ

ア
　
天
国
、
安
楽
寺
、
愛
宕
護

サ
　
座
主
、
要
明
寺
殿
（
重
出
）

キ
　
祇
園
、
清
水
、
北
野
、
金
葉
集
、
玉
葉
集
、
舐
園
社
、
行
基
等
薩
、
書
傭
大
臣
、
平
清
盛
、
木
骨

義
仲

ユ
”
∵
ス
一

ユ
　
石
動

メ
　
妙
楽
大
師

ミ
　
箕
面
寺
、
三
井
寺
、
明
窓
上
人
、
都

y
　
相
国
寺
、
聖
徳
太
子
、
浄
蔵
貴
所
、
性
空
上
人
、
聖
一
国
師
、
慈
覚
大
師
、
拾
遺
集
、
詞
花
集
、

（ママ）

新
古
今
集
、
新
勅
撰
集
、
続
古
今
集
、
統
拾
遺
集
、
続
后
撰
集
、
続
千
鶴
集
、
続
后
撰
集
、
新
千
歌

集
、
新
拾
遺
集
、
新
古
今
集
、
新
居
拾
遺
集
、
続
盾
拾
遺
集
、
慈
照
院
殿
、
常
徳
院
殿
、
十
禅
師
、

十
七
ヶ
条
療
法

工
　
延
暦
、
延
喜
、
囲
覚
寺
、
延
暦
寺

ヒ
　
比
叡
山
、
平
等
院
、
平
野
大
明
神
、
兵
庫
簗
場

を
　
蒙
古

セ
　
清
水
寺
、
善
導
和
尚
、
声
明
時
取
、
勝
定
院
殿
、
善
光
寺
如
来
、
千
聯
集
〔
以
上
、
天
文
十
七
年
〕

以
上
は
、
り
部
の
立
山
と
、
タ
部
の
道
風
と
に
若
干
の
乱
れ
の
見
え
る
の
を
除
い
て
、
大
勢
は
、
ま

さ
に
、
カ
部
ま
で
の
記
事
が
天
文
十
六
年
中
に
整
備
を
終
え
、
次
い
で
ヨ
部
以
降
巻
末
に
至
る
ま
で
が

天
文
十
七
年
中
に
功
を
終
え
た
こ
と
を
志
向
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
乱
れ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
、
立

山
が
そ
の
左
訓
の
如
く
当
初
ク
部
に
在
っ
た
も
の
、
道
風
が
そ
の
父
小
野
墓
と
共
に
も
と
ヲ
部
に
収
め

て
あ
っ
た
も
の
が
後
何
ら
か
の
事
情
で
部
を
移
さ
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
原
本
の
形
に
お
い
て
は

乱
れ
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
す
る
こ
と
が
一
往
可
能
で
あ
る
。
遥
歩
の
見
出
し
に
し
て
、
同
様
の
改
修

が
撰
後
試
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
殆
ど
同
l
記
事
で
あ
る
「
高
野
」
が
カ
部
と
タ
部
と
に
、
ま
た

同
じ
事
情
た
あ
る
「
石
動
」
が
イ
部
と
ユ
部
と
に
重
出
し
て
い
る
一
事
を
以
て
し
て
も
容
易
に
考
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
（
中
略
）
。
果
し
て
然
ら
ば
、
遊
歩
の
原
本
に
お
い
て
は
年
紀
に
関
す
る
乱
れ
は
全
く
な
い
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
序
文
に
「
天
文
十
七
年
」
と
あ
る
の
に
合
致
し
て
、
些
か
の
不
審
を
も
容
れ

る
余
地
は
な
い
。

山
田
氏
が
右
の
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
底
本
と
さ
れ
た
も
の
は
、
元
亀
二
年
本
で
あ
ろ

う
。
要
明
天
皇
〔
天
文
十
七
年
〕
は
、
源
頼
朝
の
紀
年
を
氏
が
見
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

何
　
年
代
表
記
に
つ
い
て
の
四
本
の
比
較

前
述
の
四
本
（
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
、
天
正
十
七
年
本
、
天
正
十
五
年
本
）
に
よ
り
年

カ
▼

箪T、

、

立

　

、

　

ク



同　同

■■L

才

一

■

‡

一

　

　

　

　

式

代
表
記
に
つ
い
て
諏
査
し
て
み
よ
う
。
た
だ
し
、
引
用
は
、
抱
出
語
と
年
号
及
び
紀
年
と
逝
算

の
年
代
の
み
と
し
、
他
の
注
文
を
一
切
省
略
す
る
。
ま
た
、
天
正
十
七
年
本
は
「
イ
ー
テ
」
ま

で
の
、
天
正
十
五
年
本
は
「
イ
ー
カ
」
ま
で
の
欠
本
で
あ
る
た
め
、
全
体
と
し
て
の
比
較
の
範

囲
は
、
「
イ
」
部
か
ら
「
テ
」
部
ま
で
と
し
、
天
正
十
五
年
本
に
つ
い
て
は
「
イ
」
部
か
ら

「
カ
」
部
ま
で
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
相
違
の
み
ら
れ
る
も
の
を
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「運歩色葉集」における年代表記について

ユ1

・

増

さ

　

　

　

　

や

※
　
∧
　
　
　
∨
内
の
掲
出
蕗
は
参
考
の
た
め
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

右
の
調
査
の
結
果
、
紀
年
の
表
記
に
相
違
の
み
ら
れ
る
例
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
一
行
阿
闇
梨
　
㊤
　
適
正
僧
正
　
◎
　
立
山
　
㊤
　
（
源
）
板
朝
　
㊥
　
高
野
（
タ
部
）

ま
た
、
紀
年
及
び
逆
算
の
年
代
に
関
す
る
限
り
天
正
両
本
は
伝
本
と
し
て
関
係
の
深
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
㈲
　
紀
年
の
表
記
に
相
違
の
み
ら
れ
る
例
に
つ
い
て
の
検
討

①
一
行
阿
闇
梨

本
例
の
紀
年
は
、
静
嘉
堂
本
、
天
正
南
本
が
「
天
文
十
七
年
戊
申
」
、
元
亀
二
年
本
が
「
天
文
十

六
戊
申
」
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
、
祖
本
に
お
い
て
紀
年
の
乱
れ
は
全
く
な
か
っ
た
と
す
る

山
田
氏
の
考
え
方
に
し
た
が
う
な
ら
は
、
本
例
は
、
当
初
祖
本
に
「
阿
藤
梨
」
と
し
て
「
ア
」

部
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
が
「
イ
」
部
に
改
修
さ
れ
、
紀
年
は
そ
の
ま
ま
「
天
文
十
七
年
」

と
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
亀
二
年
本
に
お
い
て
は
紀
年
を
「
天
文
十
六
」
と

し
て
い
る
も
の
の
、
「
天
文
十
六
戊
申
」
は
も
と
「
天
文
十
七
戊
申
」
で
あ
っ
た
、
そ
の
痕
跡

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑳
　
遍
正
僧
正

本
例
は
、
元
亀
二
年
本
の
み
「
天
文
十
七
丁
未
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
本
と
の
関
係
か
ら
元

亀
二
年
本
の
「
天
文
十
七
」
は
、
「
天
文
十
六
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
、
元
亀
二
年
本
の
「
丁
未

」
の
表
記
に
そ
の
痕
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

㊥
　
立
山

本
例
は
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
が
「
天
文
十
七
戊
申
入
官
五
十
八
年
也
」
、
天
正
南
本
が

「
天
文
十
六
丁
未
入
官
五
十
七
年
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
静
寡
堂
本
、
元
亀
二
年
本

の
「
天
文
十
七
」
を
、
天
正
十
七
年
本
、
天
正
十
五
年
本
の
方
で
「
天
文
十
六
」
に
改
め
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
紀
年
の
改
修
と
と
も
に
逝
算
の
年
代
に
も
同
時
に
手
を
加
え
、
「
八
百
五

十
八
年
」
か
ら
「
入
官
五
十
七
年
」
に
改
変
し
た
も
の
と
思
わ
九
る
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
顔

変
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
立
山
に
つ
い
て
は
、
山
田
氏
の
指
摘
の
通
り
、
祖
本
か

ら
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
に
至
る
過
程
の
中
で
「
タ
」
部
よ
り
「
リ
」
部
に
改
修
き
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
痕
跡
を
紀
年
「
天
文
十
七
戊
申
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
が
て
全
体

的
な
釣
り
合
い
か
ら
そ
の
紀
年
を
「
天
文
十
六
丁
宋
」
に
後
の
天
正
両
本
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ

た
も
の
と
患
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
静
寡
堂
本
、
元
亀
二
年
本
を
先
の
鳥
の
、
天
正
両
本
を
後

の
も
の
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
先
後
閑
係
に
つ
い
て
は
、
後
転
触
れ
る
こ
と
に
す

る。

④
　
（
源
）
頼
朝

本
例
は
、
掲
出
語
を
源
頼
朝
と
し
て
、
静
寡
堂
本
に
「
天
文
十
六
丁
宋
」
、
元
亀
二
年
本

に
「
天
文
十
七
戊
申
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
天
正
十
七
年
本
で
は
、
掲
出
語
を
板
朝
と
し
て

「
天
文
十
六
丁
宋
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
元
亀
二
年
本
の
年
代
表
記
（
紀
年
、
天
文
十
七
）
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
祖
本

に
お
い
て
「
ミ
」
部
に
収
め
ら
れ
て
あ
っ
た
源
妖
朝
が
、
「
ヨ
」
部
に
移
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
静
寡
堂
本
に
よ
っ
て
「
天
文
十
六
」
に
改
め
ら
れ
、
天
正
十
七
年
本
に
よ
り
「
ヨ
」
部

に
合
致
し
な
い
源
が
取
り
除
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

①
　
高
野
（
タ
部
）

本
例
は
、
高
野
（
カ
部
）
と
の
閑
適
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
各
本
の
高
野
及
び
高

野
に
つ
い
て
の
記
収
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

①
商
品
諾
琵
講
和
誤
認
諸
宗
讐
静
嘉
堂
本
）

①
商
品
珊
矧
虻
輔
弼
蒜
夙
耶
認
諾
顔
需
（
元
亀
二
年
本
）

⑧
高
盛
禦
轟
翻
崇
柳
機
掴
附
晰
崇
㌘
十
七
年
本
）

十
三
年
也

・
盛
偶
耽
読
拙
獄
酎
畏
望
野
天
正
十
五
年
本
）

申
迄
者
四
十
三
年
也

部
品
謀
議
牝
舘
胡
散
誤
認
墟
竿
六
歳
霊
（
静
霊
木
）

部
品
讃
諾
紫
雷
諸
宗
魔
法
竿
六
歳
雷
（
毒
一
年
本
）
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⑤
酢
諸
芸
諸
請
託
朝
等
弘
瞥
十
大
整
（
天
正
十
七
年
本
）

右
の
う
ち
、
元
亀
二
年
本
、
「
弘
仁
丙
申
」
は
「
弘
仁
七
丙
申
」
の
「
七
」
の
脱
落
し
た
も

の
、
天
正
十
七
年
本
、
「
弘
治
」
は
「
弘
仁
」
を
誤
写
し
た
も
の
、
天
正
十
五
年
本
、
「
四
十
三

歳
」
は
「
四
十
六
歳
」
を
誤
写
し
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
注
文
の
内
容
か
ら
静
寡
堂
本
と
元

亀
二
年
本
、
天
正
十
七
年
本
と
天
正
十
五
年
本
の
よ
う
に
二
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
た
だ
し
、
天
正
十
五
年
本
に
つ
い
て
は
、
「
ク
」
部
の
高
野
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
）

そ
こ
で
、
四
本
に
つ
い
て
高
野
の
年
代
表
記
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

右
の
年
代
表
記
で
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
は
、
山
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
高
野
の
「
カ
」
部
、

「
タ
」
部
に
わ
た
る
重
出
を
、
祖
本
の
擁
後
に
試
み
ら
れ
た
改
修
に
ょ
る
も
の
と
し
て
も
、
〔
静

寮
生
本
、
元
亀
二
年
本
〕
高
野
・
弘
仁
七
・
天
文
十
六
・
七
百
三
十
二
年
（
カ
部
）
1
高
野
∵
弘

仁
七
・
天
文
十
七
・
七
百
三
十
一
年
（
タ
部
）
、
〔
天
正
十
七
年
本
〕
高
野
・
弘
仁
七
・
天
文
十

六
・
七
育
三
十
二
年
（
カ
部
）
－
高
野
・
弘
治
七
・
天
文
十
六
・
七
百
三
十
年
（
タ
部
）
　
の
よ

う
に
逆
算
の
年
代
に
揺
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
り
に
「
カ
」
部
か
ら
「
タ
」
部
に
高
野

を
改
修
さ
せ
た
も
の
と
し
て
も
、
「
タ
」
部
の
逆
算
の
年
代
は
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
に

お
い
て
ほ
「
天
文
十
七
・
七
百
三
十
三
年
」
に
、
天
正
十
七
年
本
に
お
い
て
は
「
天
文
十
六
・

七
百
三
十
二
年
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
逆
算

年
代
の
誤
り
が
な
ぜ
お
こ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
誤
り
の
原
因
は
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年

本
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
天
正
十
七
年
本
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ

と
に
す
る
。
S
　
逝
算
年
代
の
誤
り
を
天
正
十
七
年
本
に
よ
る
と
す
る
仮
説
に
つ
い
て
の
検
討

サー．

－
、

本
政
弘
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
掛
り
砂
原
乱
を
払
っ
て
み
て
も
㍉
　
訂
」
部
、
「
タ
」
瓢
砂

紀
年
は
と
も
に
「
天
文
十
六
」
で
、
「
カ
」
部
よ
り
「
タ
」
部
へ
、
ま
た
は
「
タ
」
部
よ
り

「
カ
」
部
へ
改
修
し
た
際
、
逆
算
年
代
を
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
以
外
考
え
よ
う
が
な

い
。
紀
年
が
と
も
に
「
天
文
十
六
」
で
あ
り
、
転
写
と
し
て
は
最
も
単
純
な
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
本
仮
説
に
し
た
が
っ
て
「
天
文
十
七
・
七
百
三
十
一
年
」
　
（
静
寡
堂
本
、
元
亀
二
年
本
）

を
静
寡
堂
本
、
元
亀
二
年
本
に
よ
る
、
紀
年
の
改
修
に
と
も
な
う
改
変
と
み
る
考
え
方
は
後
で

問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
逆
算
年
代
の
誤
り
を
天
正
十
七
年
本
に
よ
る
と

す
る
仮
説
は
無
理
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

回
　
避
策
年
代
の
誤
り
を
静
茅
堂
本
、
元
亀
二
年
本
に
ょ
る
と
す
る
仮
説
に
つ
い
て
の
検

討

山
田
氏
の
指
摘
に
、
高
野
と
同
様
に
「
イ
」
部
と
「
ユ
」
部
と
に
重
出
し
て
い
る
例
と
し
て

石
動
が
あ
る
。
そ
の
石
動
の
例
を
次
に
掲
げ
る
。

凝
譜
莞
丁
琵
諾
長
堀
讐
（
静
萱
本
、
元
亀
二
年
本
）

宗
班
訓
辞
譜
増
帯
諸
宗
鯛
申
（
静
霊
木
、
元
亀
二
年
本
）

本
例
は
、
「
能
洲
」
の
有
無
と
「
天
平
膠
宝
ニ
ー
天
平
勝
宝
八
」
と
の
相
違
を
除
き
、
高
野

の
重
出
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
石
動
の
場
合
、
「
イ
」
部
よ
り
「
三
部
に
転
写
し
た
も
の

と
す
れ
ば
、
年
号
の
改
修
（
天
平
勝
宝
二
↓
八
）
や
紀
年
の
改
修
（
天
文
十
六
↓
十
七
）
に
と

も
な
い
、
「
ユ
」
部
の
逆
算
年
代
は
「
七
百
九
十
三
年
」
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

「
八
百
三
年
」
に
な
っ
て
い
る
。
逆
に
「
ユ
」
部
よ
り
「
イ
」
部
に
転
写
し
た
も
の
と
す
れ

ば
、
「
イ
」
部
の
逆
算
年
代
は
「
八
百
八
年
」
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
「
七
首
九

十
八
年
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
が
、
ど
う
し
て
お
こ
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
。
次
の
よ
う
な
図
式
で
仮
説
を
た
て
て
み
る
。

（

ヽ

l

b

）

　

㊥

郎

8

浮

南

　

　

詳

倒

8

浮

南

　

　

群

畢

割

方

（
目
）
　
適
量
　
目
し
可
風
　
　
車
．
．
、
可
動
　
　
‖
遥
嵩

（

溜

）

　

遥

0

0

令

　

　

＋

　

？

憫

　

　

　

1

－

割

　

　

＝

∽

O

u

罰

（
P
↓
⊥
）
　
博
憤
傾
．
顎
憎
博
　
鮮
挙
茸
β

（

崗

）

　

　

∞

○

∽

個

　

　

＋

　

四

割

　

　

　

　

Ⅰ

　

－

倒

　

　

＝

　

0

0

○

∽

個

（

泄

）

　

宍

中

骨

　

－

　

の

㊥

　

　

　

＋

－

僻

　

　

＝

遥

0

0

項

右
の
図
式
は
、
「
イ
」
部
よ
り
「
ユ
」
部
に
転
写
さ
れ
た
場
合
と
「
ユ
」
部
よ
り
「
イ
」
部

d

Y

　

　

　

　

少
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堅

Y

　

　

　

　

喝

に
転
写
さ
れ
た
場
合
と
の
、
正
答
と
誤
答
と
を
想
定
し
た
計
算
式
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
図
式
か
ら
考
え
る
と
、
逝
算
年
代
「
八
百
三
年
」
、
「
七
百
九
十
八
年
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
転
写
の
際
の
、
年
号
、
紀
年
の
改
修
に
と
も
な
う
計
算
上
の
誤
解
に
も
と
づ
く
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
計
算
上
の
誤
解
と
は
、
増
減
を
逆
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
算
上
の
誤
り
は
、
高
野
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
高
野
を
「
カ
」
部
よ
り
「
タ
」
部
に
転
写
す
る
際
、
遊
年
の
改
修
（
天
文
十
六
↓
十
七
）

に
と
も
な
い
、
逆
算
年
代
は
「
七
百
三
十
二
年
」
よ
り
「
七
百
三
十
三
年
」
の
よ
う
に
一
年
を

加
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
道
に
一
年
を
減
ら
し
て
し
ま

っ
た
た
め
に
「
七
百
三
十
一
年
」
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
野
を
「
タ
」
部
よ
り
「
カ
」

部
に
転
写
す
る
際
も
同
様
で
あ
っ
て
、
紀
年
の
改
修
（
天
文
十
七
↓
十
六
）
に
と
も
な
い
、
逆

算
年
代
を
「
七
百
三
十
一
年
」
よ
り
「
七
百
三
十
年
」
に
す
べ
き
と
こ
ろ
、
道
に
一
年
を
加
算

し
、
「
七
百
三
十
二
年
」
に
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に

逆
算
年
代
の
誤
り
の
原
因
は
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
の
計
算
上
の
誤
り
に
ょ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
の
誤
っ
た
逝
算
年
代
を
参
考
に
、
天
正
十
七

年
本
に
お
い
て
「
タ
」
部
の
紀
年
の
改
修
（
天
文
十
七
↓
十
六
）
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
、
同

じ
年
号
（
弘
仁
七
）
で
あ
り
な
が
ら
、
高
野
に
つ
い
て
逆
算
年
代
「
七
百
三
十
二
年
」
（
カ
部
）

と
「
七
百
三
十
年
」
　
（
タ
部
）
と
が
同
居
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
白
山
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
天
正
両
本
に
お
い
て
は
紀
年
の
改
修
に
と
も
な

う
逆
算
年
代
の
計
算
に
誤
り
は
な
い
。
本
仮
説
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
正
十
七
年
本
に
お

け
る
逆
算
年
代
の
疑
問
は
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
天
正
十
七
年
本
と
は
、
同
系
統
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
天
正
十
五
年
本
に
次
の
よ
う
に

ある。本
例
は
、

の
で
あ
る
。

節
が
伺
え
、

天
正
十
五
年
本
の
み
掲
出
語
、
八
幡
を
付
し
、
他
本
に
お
い
て
は
省
か
れ
て
い
る

た
だ
、
天
正
十
五
年
本
の
逆
算
年
代
の
書
き
方
を
み
る
と
、
他
本
を
参
照
し
て
る

伝
本
的
に
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
が
先
で
、
天
正
十
七
年
本
、
天
正
十
五
年

⇔

　

ま

　

と

　

め

本
稿
で
は
、
年
代
表
記
、
と
く
に
逝
算
年
代
を
中
心
に
運
歩
色
菓
集
（
四
本
）
の
実
態
に
つ

い
て
考
察
し
て
き
た
。

結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
　
柏
原
氏
の
推
論
さ
れ
た
通
り
、
元
亀
二
年
木
、
静
寡
堂
本
に
お
い
て
は
、
複
本
の
改
修

が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
道
に
天
正
十
七
年
本
、
天
正
十
五
年
本
に
お
い
て

は
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
の
改
修
に
と
も
な
う
不
自
然
な
部
分
を
撃
え
よ
う
と
す
る

債
向
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㊥
　
年
代
表
記
の
う
ち
の
逆
算
年
代
の
書
き
方
の
一
部
に
、
数
字
的
に
矛
盾
す
る
箇
所
が
あ

り
、
そ
の
誤
り
は
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
に
よ
る
も
の
（
増
減
の
逝
計
算
）
で
あ
っ

て
、
天
正
十
七
年
本
は
、
そ
の
誤
り
に
気
付
か
ず
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伝
本
的
に
、
静
嘉
堂
本
、
元
亀
二
年
本
は
祖
本
に
近

く
、
天
正
十
七
年
本
、
天
正
十
五
年
本
は
そ
の
後
に
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
範
囲
に
つ
い
て
は
、
天
正
南
本
の
事
情
に
ょ
り
「
イ
」
部
よ
り
「
テ
」
部
に
限

定
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
残
る
「
ア
」
部
か
ら
「
ス
」
部
の
中
に
も
重
要
な
問
題
が
潜
ん
で

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
浄
市
田
釆
寺
、
色
川
秀
譲
住
職
に
は
、
天
正
十
五
年
本
の
写
真
撮
影
を
快
く
お
許
し

い
た
だ
き
、
こ
こ
に
あ
ら
た
麿
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

注
1
　
「
『
運
歩
色
葉
集
』
の
ー
異
本
1
西
来
寺
蔵
　
天
正
十
五
年
本
1
」
　
（
成
城
大
学
短
期
大
学
部

紀
要
第
八
号
一
貫
）
。

注
2
　
同
　
五
九
貢
。

警
「
中
世
国
語
辞
番
（
遊
歩
色
薫
）
の
1
調
査
」
（
嘉
納
出
国
撃
論
叢
云
買
）
。

注
5
　
「
節
用
集
と
色
実
字
横
抄
」
（
本
邦
辞
蕃
史
論
摸
　
七
一
五
貢
）
。

苧
票
は
、
中
田
禦
、
堅
剛
著
の
『
中
世
古
辞
晶
研
霊
び
に
警
索
引
』
（
風
間
春
彦
）

注
8
底
本
は
、
詰
諒
露
和
窒
讐
架
等
遊
歩
色
莞
』
（
結
川
奮
店
）
賢
る
。

注
9
雲
は
、
醇
紺
軟
酵
露
和
豊
窮
『
天
苧
七
年
歪
歩
色
葉
集
』
（
陣
川
書
店
）
に
よ
る
。

注
1
0
　
底
本
は
、
西
来
寺
に
お
け
る
、
筆
者
、
撮
影
の
写
真
に
よ
る
。

（
付
記
）
　
天
正
十
七
年
本
、
高
野
の
年
代
表
記
よ
り
判
断
す
る
と
、
そ
の
転
写
は
、
「
カ
」
部
よ
り

「
タ
l
」
部
に
な
さ
れ
た
も
の
と
点
あ
れ
る
。

本
が
そ
れ
ら
に
涜
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。


